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１ アイデアの概要

、 。 、イシクラゲはラン藻類の一種であり 環境耐性に優れている 乾燥した状態でも生存し

水分を吸収して 分後には光合成を行うことができる。このような優れた環境耐性を有30
するイシクラゲを平板状のパネルに入れ、宇宙空間で光合成を行うパネル（ スペースリ「

ーフ と称する を設置する 宇宙における酸素と二酸化炭素の物質循環を イシクラゲ」 ） 。 、

を利用したシステムで行う。

２ 目的と意義

(1) 目的

ラン藻類は約 億年前に地球上に出現し、過酷な原始地球の環境下でも光合成を行う30
ことができた。特に乾燥に対する耐性に優れており 、長期間乾燥させても死ぬことは1 2) )

ない そのため 乾燥して軽い状態で宇宙へ運搬することもでき 宇宙での利用が有望な。 、 、

種と考えられる。

ラン藻類の一種であるイシクラゲは 細胞外に分泌された多糖類によってキクラゲのよ、

うな葉状構造体を形成する 根や茎は無いため培養に要する空間的な制約は少なく 葉状。 、

。 （ ）であるので取り扱いも容易である このイシクラゲを内蔵したパネル スペースリーフ

を製作し 光合成を行わせる イシクラゲを利用した宇宙でのガス循環システムを構築す、 。

ることで 国際宇宙ステーション内部の酸素と二酸化炭素の濃度を一定に保つことが本提、

案の目的である。

(2) 重要性・技術的意義等

ラン藻類の優れた環境耐性に注目した研究はこれまでにも行われており 宇宙での環境、

耐性実験についても検討されている また 人工的なパネルで光合成を行うというアイ3)。 、

デアも別に提案されている 三菱みなとみらい技術館 これらの研究成果を活用し（ ）。,2009
ながら 原始地球の環境形成に大きな役割を果たしたラン藻の力を利用し 自律的な物質、 、

循環システムの構築を目指す。

現在 国際宇宙ステーションで使用する呼吸用の酸素は プログレス補給船や酸素発生、 、

装置によって供給されている また 呼吸で排出される二酸化炭素は 除去装置に吸着さ。 、 、

。 、せた後に船外へ排出されている このように国際宇宙ステーション内部でのガス濃度は

物理的或いは化学的な反応を利用して一定の状態に保たれている 。私たちが提案するス4)

ペースリーフが実現すれば 地球生態系と同じ自律的なシステムを宇宙に築くことが可能、

であり、人類が宇宙に定住することも容易になる。

３ プロジェクトの内容

(1) 予備実験：イシクラゲの光合成速度

炭酸水素ナトリウムを添加した水 とイシクラゲ （湿重量）を三角［方法］ 500mL 20.0g
フラスコに入れ 溶存酸素計のセンサー部を挿入した後にパラフィルムで封じた 水温、 。

を一定に保った状態で 照度が になるように水槽用照明で光を照射し 分ごと、 、7klux 5
の溶存酸素量を 時間計測した。その後、暗室内で 時間呼吸量を計測した。1 1



イシクラゲの酸素発生量は (イシクラゲ ・１日)であった で必［ ］結果 1.9mg O / 1g ISS2 。

要とされる酸素量は１日に１人あたり であるので 、必要量を生産するために840g 5)

はイシクラゲが湿重量で約 、乾燥重量で 必要となる。442kg 34.0kg

(2) 宇宙実験の内容

水を吸ったイシクラゲを × のトレイに一層① スペースリーフの大きさ： 20cm 28cm
に敷き詰めたところ、 であった。 人分の酸素を供給するイシクラゲ を240g 1 442kg
敷き詰めるには の面積が必要となる 現在 に設置されている太陽電池、 。 、103m ISS2

パドルは、 枚が長さ 、幅 の大きさであり、同じ面積のパネルでは 人1 34m 12m 4.0
分の酸素を供給できる。

室内に額縁のような × の大きさのパネル② スペースリーフの設置：ISS 0.5m 1.0m
（ 人用）を設置し、 内部のガス交換に対する効果を検証する。得られた検1/200 ISS
証結果を基に、光合成の効率を高める方法を検討する。

４ 得られる成果

イシクラゲを宇宙で培養することができれば 地球から運搬される物資に頼らず 酸、 、

素や二酸化炭素の物質循環を継続して行うことが可能になる さらに 火星のような水。 、

が存在する惑星に運搬すれば 現地で調達した水を利用してガス交換システムを構築す、

ることができ、地球から遠い場所での宇宙開発に役立てることが期待される。

５ 社会的な効果

イシクラゲは日頃から目にする機会が多く このような生物が宇宙で利用されている、

ことが人々に伝われば 宇宙を身近に感じていただける また 地球環境が物質循環の、 。 、

絶妙なバランスのもとに成立していることに気付く機会ともなり得るだろう。
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